
1 

 

第２回 苫小牧市中小企業振興審議会要旨 

 

１ 日 時 令和３年８月１８日（水） １３：３０～１４：１５ 

２ 場 所 苫小牧市役所職員会館３階 ３０４号室 

３ 出 席 

（１）苫小牧市中小企業振興審議会委員 

遠藤委員、奥村委員、坂本委員、佐々木委員、須田委員、髙橋委員、長山委員、 

藤本委員 

（２）事務局（市） 

産業経済部   ：金谷部長 

産業振興室   ：白川室長 企業政策室：早崎室長 

商業振興課   ：小泉課長、新田主査 

工業・雇用振興課：木澤課長、齋藤主査、高橋主事、小野寺主事 

４ 概 要 

（１）開会 

苫小牧市中小企業振興審議会開会（委員１５名中８名出席、苫小牧市中小企業審議

会規則第４条第２項の規程による審議会開催の定足数を満たしている） 

事務局より、金谷部長及び早崎室長が業務により遅れて参加することを報告。 

（２）報告 

①前回の意見交換会の結果について 

  遠藤副会長より、７月１４日(水)の第１回中小企業振興審議会後に開催された

意見交換会の結果報告。 

 ・前期審議会の流れを踏襲し、第５期においても審議会後に意見交換会を開催。 

 ・第４期からの引継ぎ内容として、「ＩＣＴの活用を推進できる事業者の創出の検

討」「会社外の異業種コミュニティの必要性の検討」「意欲ある事業者が営業や

商品、販路の相談できる場所の必要性の検討」「幅広い年代の方が意見交換でき

る場所の必要性の検討」の４つのテーマについて話し合った。 

 ・最後に各委員より今後の目標、課題等について発言いただいたことを報告。 

（３）議事 

①苫小牧市中小企業振興計画別冊（案）の提示について 

事務局より資料１に基づき、今年度更新を行った中小企業振興計画（別冊）につ

いて、昨年度からの変更点等を説明。ＨＰに掲載しているＰＤＦをインターネット

につながるパソコンやスマホから開くと、各事業の関連ページへリンクがつながる

ることを説明。 

②苫小牧市中小企業振興計画の検証について 

事務局より資料２に基づき、中小企業振興計画に明記されている３つの柱及び主要

支援策をもとに実施している市の各種中小企業振興事業について、達成度をまとめ

たことを説明。達成度は最終年度である２０２２年度の各事業の目標に対し、２０
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２０年度の実績値を比べたものであること、また達成度の評価は各々事業の目的が

違うため、一律の基準で行っていないことを説明。また、次期中小企業振興計画の

骨格を作るため、資料２及び中小企業振興条例、中小企業振興計画、第４期報告書

の内容をどう反映させていくか、委員より資料３の様式にて９月１７日（金）まで

にご意見をいただきたいことを説明。 

〇奥村委員 

計画の３本柱は理解したが、苫小牧の強みについて記載されていない。苫小牧市勢

要覧の１２ページに「苫小牧のナンバーワン！」があるが、農林水産等、どこに注

力するかをはっきりさせると、それに対する中小企業のあり方というものが明確に

なるのではないかと思う。 

●事務局 

苫小牧市中小企業振興計画は、条例に基づき平成３０年度に作成し、令和４年度ま

での計画となっている。苫小牧らしさ、特色などについては次期計画に反映させる

ことができるよう、事務局も考えてまいりたい。 

〇遠藤副会長 

本議題とは関係ないが、市で実施している新型コロナウイルス対策の経済対策につ

いて、各実績を教えて欲しい。また、今後伸びしろのある事業については予算を重

点的に配分するようお願いしたい。 

●事務局 

次回の審議会において、中小企業振興計画別冊の新型コロナ対応版として、関連経

済対策及び実績を提示したい。伸びしろのある事業を重点的に、という点について

は、これまでも委員からのご意見により実現できた事業があるので、ご意見をいた

だいた事業について重視してまいりたい。 

〇須田委員 

資料２「ＵＩＪターン新規就業支援事業」は実績０人で未達成となっているが、２

０２２年度に向けて、どのような対策を考えているか。 

●事務局 

本事業は都道府県単位で参加し、希望自治体がそこに参加するという全国的な事業

である。本市も参加しているものの実績が至らないのは、東京２３区に５年間以上

在住していた方限定など、対象要件が厳しいことも要因となっている。本事業は毎

年要件が緩和されていることから、引き続き積極的な周知に努めてまいりたい。 

〇須田委員 

東京圏にいる高専ＯＢが転職する際、とまジョブ等を使って苫小牧に誘致している

ものなかなかうまくいかない。お金ではなく仕事の内容なので難しい問題である。 

〇髙橋会長 

（議事のまとめ）次期計画の骨格案を作るため、各委員からの意見について、資料

３の様式にて９月１７日（金）までに事務局までにメール等で提出して欲しい。 
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（４）その他 

 髙橋会長より、次回審議会が令和３年１１月２４日（水）１３：３０～、職員会

館３階３０４号室で実施予定であることを説明。本審議会終了後、引き続き意見交

換会を実施することを説明。 

 

（５）閉会 

 


